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ベンガル語では年上に対して二人称尊敬代名詞 apni ないし非尊敬代名詞 tumi が使用され、年下には非尊敬代名詞
tumi ないし tui が使用される。厳密に表現すれば、ベンガル語の典型的な使用は、年上対しては tumi、年下に対し
ては tui である。一方、日本語では年上に対して人称代名詞ではなく親族名称のみが使用され、年下に対しては人称








尊敬代名詞 apni ないし非尊敬代名詞の tumi が使用され、年下には非尊敬代名詞 tumi ないし tui が使用される。し
かし、義理関係における一番典型的な使用（apni ⇄ tumi）は敬意の現れ方の違いに起因する。つまり、血縁関係の


























































































































 この部分の調査結果は、詳細な論述の後、終章において 27 項目にわたり簡潔にまとめられている。ベンガル語の
場合、二人称代名詞に三種類（尊敬、非尊敬年上、非尊敬年下）あること、三人称代名詞は＋/－human で大別され、
それぞれ直示（近称/遠称）と非直示に分かれた上で、＋human の場合は尊敬と非尊敬に区別されてきわめて複雑で
あること、同一人物に対して多数存在する親族名称（固有語、英語起源等）を対話戦略に応じて話者からの呼称では
なく話題の人物から見た呼称への切り替えが頻繁に行われること、テクノニミーの使用が日本語よりも広範囲である
こと等が、実際の対話場面に応じて複雑な用法を生み、ベンガル語社会における待遇表現の使用実態が明らかにされ
ている。 
 今、ベンガル語を離れて本研究が待遇表現研究一般に示唆する興味深い研究成果に焦点を絞れば、前記のような複
雑な代名詞について尊敬/非尊敬、年上/年下、直示/非直示の間で切り替え、複数の親族名称間の切り替え及び話題の
人物から見た呼称への切り替え等は、概略、待遇表現の２方向（＋/－）への切り替え効果をもたらす。これが対話に
おけるダイナミックな効果を生み、対話中における感情表現や相手への依頼（ないし説得）等の意図をうまく伝達す
る（幼い娘にある行動を促すために「お母さん」と呼びかける等）。執筆者が指摘する一例を挙げれば、対話中に不
快感や不同意を示すための切り替えを dissociative「関係遮断的」と位置付けている。このような待遇表現のダイナ
ミズムを、対話戦略の視点から再構成し理論化する可能性について、執筆者は指摘のみに留まっているのは惜しまれ
る。 
研究成果の評価： 
 上記のように、鋭い言語直感と優れた日本語運用能力を駆使して両言語の多数のデータを収集し多面的に分析記述
した本研究は、制約を伴いながらも、待遇表現に関するベンガル語・日本語の対照研究として優れた成果を提示して
いることは疑いの余地がない。入力や文献記載の不注意は論文の完成度を一部損ないはするが、在籍中に行った精力
的な研究活動（論文２本、予稿集掲載２本、学会発表４回）を踏まえて今回提出された本論文の成績について、論文
審査担当者は「合格」との評価で一致した。 
